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質疑応答

質問者①

最後の結論について、振動パスの方が支配的である、というのは具体的にどこから分か

るのでしょうか。

また、音響パスに比べて振動パスがどの程度支配的なのかを把握してらっしゃいますか。

例えば、振動パス：音響パスが１０：０なのか、７：３なのか、５：５なのか。例えば７：

３だとした場合、音響パスは実は無視できないということを示しているのだと思うのです

が、その点の見解を教えていただければと思います。

発表者

この音響試験を実施した目的は、小型衛星の振動環境を取得するこが主目的ではなく、

フィルエフェクトの現象を取得することが主目的でした。そのため、評価に用いるデータ

が不足しているというのが現状です。

PSSからの固体伝搬が支配的であると考えている理由については、PSSの上昇比率と、こ

の黄緑の線から青い線になっていくところの比率が同等であると考えており、PSSのランダ

ム振動が固体伝搬により励起されているのではないかと考えております。

小型衛星は直接音響加振されているのではないか、ということについては、小型衛星単

体を音響加振した結果があれば直接評価できると思いますが、現在そのようなデータはな

いため、そこまでの評価はできておりません。

質問者①

以前、HTVで似たような評価を行いました。HTV非与圧部に搭載する曝露パレットを対象

として、音響パスがメインなのか振動パスがメインなのかを検証したことがあります。

具体的には、搭載する曝露パレットを紐で吊して単体で音響試験した場合と、非与圧部

に搭載した状態（システム）で音響試験した場合にどの程度振動応答が異なるのかという

のを検証しました。結果は、基本的に音響パスが支配的であり、振動応答の大部分は音響

に起因するという結論に至りました。ただ、対象とした曝露パレットの重量は 1.5 トンで

あり、小型衛星とは大きく異なります。

小型衛星の場合でも、小型衛星単体で音響試験をしたときの振動応答と、PSSに搭載した

状態で音響試験をしたときの振動応答を比較をしてみると、どの程度の割合で音響パスが

支配的か分かるかと思います。

このような検証を行った理由は、HTV搭載ペイロードに対する環境規定が検討課題となっ

ているためです。具体的には、音響レベルのみを規定すればよいのか、ランダム振動のみ

を規定すればよいのかという点が課題となっており、現状では、HTVは両方規定しています。
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ただ、音響試験と振動試験の両方を試験を検討する必要があるため、ペイロード側にと

っては不親切な状況となっています。

今後、環境規定として音響レベルのみを規定すればよいのか、ランダム振動のみを規定

すればいいのか、さらに、組み合わせの試験方法、という点についても検討できれば有用

となると考えています。

あと、追加で伺いたいのですが、GOSATに小型衛星が相乗りしましたが、このときのフラ

イトデータはお持ちでしょうか。

発表者

フェアリング内部音響データはありますが、振動については計測しておりません。

HTV曝露パレットについて質問させていただきます、曝露パレットの大きさはどの程度で

しょうか。

質問者①

幅 2m×奥行 3.7m×高さ 1.7m程度、重量は 1.5トン程度です。

発表者

おそらく、基本的には受圧面積という考え方に基づくと考えております。

質問者①

定性的には受圧面積という考え方でよいと思いますが、振動パス：音響パスは１０：０

ではなく、ある割合で供試体に負荷されているはずで、その割合がどれくらいなのかが重

要になってくると思います。

例えば、音響パス：振動パスの割合が７：３だったら、音響パスの７割のみを考慮して

音響試験を行えばよいというわけではなく、振動パスの３割を何かしらの形で考慮しない

と条件としてはおかしいのでは、と考えています。

発表者

コメント、ありがとうございました。

質問者②

大変興味深いご講演ありがとうございます。3点質問させていただきます。

1点目は、フェアリング内の音圧分布についてです。音響試験で得られたフェアリング内

の音圧は、各ケースの音圧平均値に特段の差が見られないのですが、フェアリング内の音

圧分布はどのようになっているか把握してらっしゃいますか。
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2 点目は、ランダム振動環境を規定するときの包絡についてです。SEA の解析結果は 1/3

オクターブバンドの空間平均値です。一方、実際に小型衛星に対してランダム振動環境を

規定するときにはピーク値を包絡しなければなりませんが、この場合の包絡についての考

え方を教えてください。

最後に、地上での音響試験とフライト時との違いについてですが、地上での音響試験は

拡散音場で音響が負荷されます。一方、フライト時は必ずしも拡散音場ではないと思いま

す。実施された試験の結果から、地上での音響試験とフライト時の違い、特にどちらが安

全側かについて何かお分かりになることがあれば教えてください。

発表者

1点目のフェアリング内部の音圧分布については、データは取得済みで、成果報告書を提

出させて頂いていますので、そちらをご確認ください。なお、今回の発表では、PSS周辺で

計測した音響データのみを用いて検討を行っています。

2点目については、非常に難しい問題だと認識しており、音響試験の環境をどのように評

価するかということから検討しないといけないと考えております。その上でスペックを決

定する必要がありますが、KHI 単独ではスペックを決めることはできないので、JAXA 殿も

含めて規定の考え方などについて検討できればよい、と考えております。

3点目については、H-IIA 2号機でフェアリング内の音圧を取得しており、そのデータを

用いて、今後検討していきたいと考えております。

質問者③

今回の発表では、ランダム振動レベルの絶対値が示されておりませんでした。小型衛星

に対しては、ランダム振動環境条件が厳しいとのことですが、計測したデータは、厳しい

と言われていた条件に対してどうだったかを教えていただけますか。

発表者

すぐに数字が出てこないので、別途、ご連絡させていただきます。
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